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筑
波
大
学

お千
仁3
主主主令

竺子

思
想
学
会
規
約

(
平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
改
正

名

第
一
条同口

第
二
条

称本
会
は
筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
会
と
称
す
る
。

的本
会
は
哲
学
、
倫
理
学
、
宗
教
学
、
比
較
思
想
学
、
現
代
思
想
学
等

広
く
哲
学
・
思
想
に
関
わ
る
学
問
諸
領
域
の
研
究
お
よ
び
そ
の
普
及

を
も
っ
て
目
的
と
す
る
。

業本
会
は
左
記
の
事
業
を
行
う
。

一
、
研
究
会
の
開
催
二
、
講
演
会
の
開
催

思
想
論
議
』
の
発
行
凶
、
そ
の
他

事

第
三
条

一
二
、
機
関
誌
『
哲
学
・

事
務
局

第
四
条
本
会
の
事
務
局
は
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
哲
学
・

n
u
n
U
7
yヤ
〈
司
J

こ
寄
一
く

ー'ナ↓日マ
l
a
d
y
l
L
i〈

ム

窓

口

回

目

第
五
条
左
記
の
者
を
会
員
と
す
る
。

一
、
東
京
高
等
師
範
学
校
、
東
京
文
理
科
大
学
、
東
京
教
育
大
学
、

筑
波
大
学
の
教
官
、
教
官
で
あ
っ
た
者
、
卒
業
生
で
入
会
を
希

望
す
る
者
。

二
、
筑
波
大
学
の
大
学
院
生
で
入
会
を
希
望
す
る
者
。

一
二
、
そ
の
他
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
入
会
を
希
望
す
る
者
で
評
議
員

会
の
承
認
を
え
た
者
。

第
五
条
の
二
左
記
の
者
を
も
っ
て
準
会
員
と
す
る
。
準
会
員
は
議
決
権
を
も

た
ず
、
左
記
の
権
利
の
み
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

一
、
団
体
会
員
、
本
会
に
肉
体
と
し
て
入
会
を
希
望
す
る
者
で
、
評

議
員
会
の
承
認
を
え
た
者
、
団
体
会
員
は
機
関
誌
の
配
布
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
学
生
会
員
、
筑
波
大
学
の
学
群
学
生
で
入
会
を
希
望
す
る
者
、

学
生
会
員
は
機
関
誌
の
配
布
を
受
け
、
ま
た
大
会
等
に
出
席
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

会
員
は
会
費
一
年
額
四
千
円
、
(
六
十
三
年
度
分
ま
で
は
三
千
円
)

を
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
の
二
準
会
員
は
左
記
の
会
費
を
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

一
、
団
体
会
員
年
額
五
千
円

二
、
学
生
会
長
年
額
千
円

本
会
は
総
会
の
推
薦
に
よ
り
終
身
会
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

口員本
会
に
左
記
の
役
員
を
置
き
会
の
運
営
に
当
た
る
。

一
、
会
長
(
一
名
)
評
議
員
の
互
選
に
よ
る
。
任
期
二
年
。

二
、
評
議
員
(
二
十
名
)
う
ち
十
五
名
は
会
員
の
互
選
に
よ
り
、

残
り
の
五
名
は
会
長
の
推
薦
に
よ
る
。
任
期
二
年
。

三
、
事
務
局
代
表
(
二
名
)
評
議
員
会
に
お
い
て
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

任
期
二
年
。

問
、
幹
事
(
若
干
名
)
評
議
員
会
に
お
い
て
こ
れ
を
委
腕
す
る
。

五
、
会
計
監
査
(
二
名
)
総
会
に
お
い
て
こ
れ
を
選
出
す
る
。
任
期

二
年
。

六
、
編
集
委
員
(
若
干
名
)
評
議
員
会
に
お
い
て
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

任
期
二
年
。

第
六
条

第第
八七
次炉久
A、 E又 J々、総

第
九
条

"f.{付
ツ1~J

条付

ム一品本
会
は
毎
年
一
閣
総
会
を
開
く
も
の
と
す
る
。
但
し
、
必
一
安
あ
る
場

合
に
は
臨
時
総
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

同只本
会
規
約
の
改
正
変
更
は
総
会
の
決
議
に
よ
る
。

J2}.、

j二



「
哲
学
・
思
想
論
叢
』
論
文
執
筆
規
定

一
(
執
筆
資
格
)
本
学
会
員
で
当
該
年
次
ま
で
(
当
該
年
次
分
を
含
む
)
の

学
会
費
を
完
納
し
て
い
る
者
に
探
る
。
場
合
に
よ
り
編
集
委
員
会
か
ら
依
頼

す
る
こ
と
が
あ
る
。

二
(
内
容
)
未
発
表
の
学
術
論
文
・
レ
ヴ
ュ

i
論
文
・
書
評
論
文
。

三
(
審
査
)
編
集
委
員
会
で
審
査
す
る
。
不
採
用
の
も
の
に
つ
い
て
は
連
絡

ム
9
る。

凶
(
論
文
の
提
出
お
よ
び
返
却
)
正
一
部
、
間
二
部
(
副
二
部
は
コ
ピ
!
で

も
可
)
。
清
書
の
こ
と
。
ワ
ー
プ
ロ
の
場
合
は
、
あ
わ
せ
て
デ
ジ
タ
ル
デ

i

タ
を
提
出
の
こ
と
。
提
出
は
簡
易
書
留
に
て
締
切
臼
(
郵
便
消
印
有
効
)
を

厳
守
の
こ
と
。
提
出
論
文
は
一
切
返
却
し
な
い
。

五
(
論
文
の
体
裁
等
)

1
ワ
ー
プ
ロ
・
:
字
数
(
註
を
含
む
)
は
、
和
文
の
場
合
、
二
万
六
千
字
以

内
(
厳
守
)
。
欧
文
タ
イ
ト
ル
を
付
け
る
。
欧
文
の
場
合
、
六
千
語
以

内
(
厳
守
)
。
書
式
は
、
縦
書
き
、
横
書
き
の
い
ず
れ
も
可
。
印
刷
は
、

A
4
判
用
紙
を
使
用
。
(
た
だ
し
、
縦
書
き
の
場
合
、
用
紙
は
横
置
き
、

横
書
き
の
場
合
、
用
紙
は
縦
置
き
で
印
刷
の
こ
と
)

0

2

和
文
(
手
書
き
の
場
合
)
・
:
四
百
字
×
四
十
枚
以
内
(
注
を
含
む
)
厳
守
。

引
用
の
欧
文
は
一
ま
す
に
二
字
で
記
入
す
る
。
用
紙
は
、
原
則
と
し
て

縦
書
き
B
4
判
四
百
字
・

B
5
判
四
百
字
・

B
5
判
二
百
字
詰
の
内
ど

れ
か
を
使
用
す
る
。
欧
文
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
。

六
(
稿
料
)
支
払
わ
な
い
。

七
(
抜
刷
)
希
望
者
実
費
負
担
(
三
十
部
に
眠
る
)

八
(
執
筆
者
負
担
)
特
殊
製
版
(
図
版
・
写
真
版
等
)
・
特
殊
活
字
(
ギ
リ

シ
ア
文
字
・
ロ
シ
ア
文
字
等
)
・
横
組
み
・
組
か
え
等
の
特
別
費
用
は
執
筆

者
が
負
担
す
る
。

九
(
校
正
)
再
校
ま
で
は
必
ず
行
う
。
そ
れ
以
後
は
時
間
的
余
硲
が
あ
る
限

り
行
、
っ
。

十
(
付
別
)

さ
れ
る
。

哲
学
・
思
想
論
叢
竺
三
舌
す

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
一
日
発
行
会
員
配
布

制
球
筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
会

編

集

吉

井

川

義

次

鬼

界

彰

夫

桑

原

直

己

千

葉

建

佐

久

間

秀

範

津

城

寛

文
(
五
十
音
版
)

義

次
武

史(
正
副
の
版
)

事
務
応
代
表
付
汁木

村 ]11

JI
叫
刷

茨
城

ぐ〉

く

コli
g桂文 X
:，/;二、久

こt 保

。ツ I
ク A

イ 1
-?  、

ン
ニL

。
学
会
関
係
の
事
務
は
左
記
で
行
っ
て
い
ま
す
。

一士一一

O
五

i
八
五
七
一

つ
く
ば
市
天
王
台
一
telep--

一aastat--
一

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科

斤
口
叫
子
・
出
品
川
忠
灯
す
昨
日
〈
」
一

L
叶川

一，

Y
J
j
J
f
1
;
;
A
|

筑

波

大

学

哲

学

・

思

想

学

会

電
話

O
二
九
・
八
五
三
・
凶
二
ニ
三

郵
便
振
替

O
O
三
一

O
l九
i
一
七
七
凶
七

掲
載
の
論
文
等
は
、
筑
波
大
学
電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
登
録



ISSN 0287-3702 

MISCELLANEA PHIILOSOPHICA 

THE TETSUGAKU SHISO RONSO 

NO.33 J anuary 2015 

Spring Communal Prayer and Shamanism in the Tsugaru Region Today 

Aki MURAKAMI 1 

The Roles of Emotions in Kant' s Virtue Ethics 

Ken CHIBA 42 

Social Potential of the Ethics of Care 
-Approach from Noddings' Caring Theory-

Sanae FUTAGAWA 62 

L'infiuence du scepticisme ancien sur la philosophie francaise des temps 

modernes (II) 

Takuya MASUKO 80 

Die Bedeutung des Begriffs "Caritas“in der Tugendlehre von Thomas 

von Aquin 

Yoko ITO 98 

Dates and precursors of the Opet Festival 

Masashi FUKA Y A 128 

published by 

UNNERSITY OF TSUKUBA P匝LOSO目立CALASSOCIA TION 

0血ce:% Doctoral Program in Philosophy， Graduate School of 

Humanites and Social Sciences University of Tsukuba 

IBARAKI 305-8571 J AP AN 


	0110
	0111
	0112
	0113

